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〈第2回6月定例会〉

第
７
回　

町
民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

第
７
回　

町
民
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
う

13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
う

愛
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
全
７
件
の
議
案
を
可
決

愛
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
全
７
件
の
議
案
を
可
決
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最後のページに議会クイズを掲載中
　正解者の中から抽選で３名さまに商品券（1,000 円分）を
プレゼントしています。皆様ふるってご応募ください！！



（2）平成30年7月15日 可
決
議
案
の
内
容

議
決
一
覧
・
陳
情

一
般
質
問

総
括
質
疑

特
別
委
員
会

意
見
交
換
会

政
務
活
動
費

納
入
期
限

　

平
成
30
年
12
月
28
日

■
損
害
賠
償
額
の
決
定

◎
交
通
事
故
に
係
る
損
害
賠

償　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　

中
津
地
内
に
て
、
公
用
車

両
が
相
手
方
車
両
に
接
触
し

損
害
を
与
え
た
た
め
、
本
町

の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償

の
額
を
定
め
た
も
の
で
す
。

損
害
賠
償
額

98
万
１
千
７
３
６
円

◎
愛
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正（

賛
成
全
員
）

　
「
地
方
税
法
施
行
令
」
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額
に

係
る
課
税
限
度
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
低
所

得
者
の
軽
減
措
置
の
対
象
を

拡
大
す
る
た
め
、
５
割
軽
減

及
び
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯

に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
基

準
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
専
決
処
分
を
承
認
し

た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

平
成
30
年
４

月
１
日
】

◎
愛
川
町
税
条
例
の
一
部
改

正　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

　
「
地
方
税
法
」
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
中
小
事
業
者
等

の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
設

備
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
す
る
「
生
産
性

向
上
特
別
措
置
法
」
の
規
定

に
よ
り
、
市
町
村
が
主
体
的

に
作
成
し
た
計
画
に
基
づ
き

行
わ
れ
た
中
小
事
業
者
等
の

設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産

税
の
特
例
措
置
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
当
該
制
度
に

関
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
の
特
例
割
合
等
を
定
め

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
一
部
改
正
条
例
を
可
決
し

た
も
の
で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
愛
川
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正（

賛
成
全
員
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お

け
る
情
報
連
携
の
開
始
に
伴

い
、
特
例
対
象
被
保
険
者
等

に
係
る
申
告
に
つ
い
て
、
条

例
で
義
務
付
け
て
い
る
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
の

提
示
が
必
須
で
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
同
証
に
つ
い
て

は
、
町
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
の
み
の
提
示
と
す
る
よ

う
所
要
の
改
正
を
行
う
一
部

改
正
条
例
を
可
決
し
た
も
の

で
す
。

【
施
行
期
日　

公
布
の
日
】

◎
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

（
賛
成
全
員
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
70
万
９
千
円
を
増
額

し
、
一
般
会
計
の
総
額
を

１
２
２
億
５
千
70
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
現
議
長
車

は
、購
入
後
13
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
に
よ
り
不
具
合
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
刻

も
早
く
安
全
性
の
高
い
信
頼

の
お
け
る
車
両
へ
の
更
新
を

図
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と

思
慮
さ
れ
た
た
め
、
今
回
、

更
新
を
行
う
こ
と
に
よ
る
増

額
な
ど
で
す
。

■
財
産
の
取
得

◎
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入

（
賛
成
全
員
）

取
得
価
格
（
１
台
・
税
込
）

４
千
１
６
８
万
８
千
円

納
入
者

　

長
野
ポ
ン
プ
株
式
会
社

　

東
京
営
業
所

納
入
期
限

　

平
成
31
年
１
月
30
日

◎
消
防
団
用
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
購
入（

賛
成
全
員
）

取
得
価
格
（
１
台
・
税
込
）

１
千
１
６
１
万
円

納
入
者

　

日
本
機
械
工
業
株
式
会
社

　

本
社
営
業
部

専
決
処
分
の
承
認

条

例

議

案

予

算

議

案

事

件

議

案

月 日 曜 会議名 主な内容

5

25 金 本 会 議

請願及び陳情の委員
会付託（３件）
専決処分の承認
損害賠償額の決定
町長提出議案の説明
繰越明許費繰越計算
書の報告
水道事業会計予算繰
越計算書の報告
議会改革推進特別委
員会中間報告

29 火 本 会 議 一般質問（６人）

30 水 本 会 議 一般質問（7 人）

31 木

総 務 建 設
常任委員会 付託案件の審査

所管事務調査教 育 民 生
常任委員会

6 4 月 本 会 議

町長提出議案の質疑、
討論、採決
付託案件の審査結果
の委員長報告、質疑、
討論、採決

平成30年第2回6月定例会日程

　

平
成
30
年
第
２
回
愛
川
町
議
会
「
６
月
定
例
会
」
が
５
月
25
日
か
ら

６
月
４
日
ま
で
（
本
会
議
開
催
日
４
日
間
）
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
町

長
提
出
議
案
で
あ
る
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
条
例
議
案
２
件
、
予
算

議
案
１
件
、
事
件
議
案
３
件
を
審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
す
る
と
と
も

に
、
請
願
２
件
及
び
陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
こ
れ
ら
「
６
月
定
例
会
」
の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

2018

Ｇ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ

６月定例会６月定例会

防災力の更なる向上へ



可
決
議
案
の
内
容

議
決
一
覧
・
陳
情

一
般
質
問

総
括
質
疑

特
別
委
員
会

意
見
交
換
会

政
務
活
動
費

（3） 第158号

議案番号 案　件
町 長 提 出 
第 ３ ４ 号 専決処分の承認について（愛川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

町 長 提 出 
第 ３ ５ 号 愛川町税条例の一部を改正する条例の制定について

町 長 提 出 
第 ３ ６ 号 愛川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

町 長 提 出 
第 ３ ７ 号 平成３０年度愛川町一般会計補正予算（第１号）

町 長 提 出 
第 ３ ８ 号 財産の取得について（消防ポンプ自動車購入）

町 長 提 出 
第 ３ ９ 号 財産の取得について（消防団用小型動力ポンプ付積載車購入）

町 長 提 出 
第 ４ ０ 号 損害賠償額の決定について（交通事故に係る損害賠償）

●全会一致で可決、承認された議案

【陳情】

議案番号

議員名

 
議案の件名

新風あいかわ 愛政クラブ 公明党 日本共産党 
愛川町議員団 みらい絆

議決 
結果

佐
藤　
　

茂

熊
坂　

弘
久

渡
辺　
　

基

阿
部　

隆
之

馬
場　
　

司

小
倉　

英
嗣

山
中　

正
樹

井
出　

一
己

佐
藤　

り
え

岸
上　

敦
子

井
上　

博
明

小
林　

敬
子

鈴
木　

信
一

熊
坂　

崇
徳

小
島
総
一
郎

木
下
眞
樹
子

請　　 願 
第 １ 号

年金隔月支給を毎月支給に改めることを求
める請願書 ●●●●●●●●●●

○（
採
択
）

○（
採
択
）

○（
採
択
）

●
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

●不 採 択

請　　 願 
第 ２ 号

「所得税法第５６条を見直すことを求める意
見書」を国に提出することを求める請願 ●●●●●●●●●●

○（
採
択
）

○（
採
択
）

○（
採
択
）

● ●不 採 択

陳　　 情 
第 ５ 号 地方財政の充実・強化を求める陳情 ○○○○○

●（
採
択
）

○○○○
●（
採
択
）

●（
採
択
）

●（
採
択
）

○ ○趣旨了承

●意見が分かれた議案

※陳情第５号は、委員長報告「趣旨了承」に対する賛否です。

○…賛成、●…反対

議決一覧表（平成30年 第2回  6月定例会）

【請願】
件名 請願者 付託先 審査結果

年金隔月支給を毎月支給に改めること
を求める請願書

愛川町中津７５－２ 
全日本年金者組合神奈川県本部 
愛川年金者の会 
会長　勝又　荘蔵

教育民生 
常任委員会 不採択

「所得税法第５６条を見直すことを求
める意見書」を国に提出することを求
める請願

厚木市元町８－２２　厚木民主商工会 
厚木民主商工会婦人部 
代表　中山　光子

総務建設 
常任委員会 不採択

件名 陳情者 付託先 審査結果

地方財政の充実・強化を求める陳情
横浜市南区高根町１－３ 
神奈川県地域労働文化会館３階 
全日本自治団体労働組合　神奈川県本部 
中央執行委員長　蓼沼　宏幸

総務建設 
常任委員会 趣旨了承

請
願
・
陳
情
の
ゆ
く
え

議決一覧表（平成30年 第2回  6月定例会）



平成30年7月15日 可
決
議
案
の
内
容

議
決
一
覧
・
陳
情

一
般
質
問

総
括
質
疑

特
別
委
員
会

意
見
交
換
会

政
務
活
動
費

（4）

町
長　

無
償
化
を
実
施
す
る

場
合
は
、
多
く
の
経
費
が
か

か
る
た
め
、
現
行
の
食
材
料

費
の
保
護
者
負
担
は
や
む
を

得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
食
の
教
育
と
学
校
給
食

の
充
実
を
図
る
う
え
で
、
中

学
校
で
の
温
か
い
給
食
の
提

供
に
向
け
、
研
究
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
長　

基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
来
訪
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
か
ら
の
提
案
、
フ
ァ
ミ
リ

ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
意
見

交
換
会
な
ど
の
様
々
な
声
を

踏
ま
え
、「
温
浴
施
設
」
の
ほ

か
、「
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
」

「
物
産
館
」
や
「
買
い
物
ス

ペ
ー
ス
」、「
地
域
伝
統
技
術

体
験
ス
ペ
ー
ス
」
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

の
建
設
を
考
え
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

①
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て②
繊
維
会
館
（
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ザ
）
の
あ
り
方
に
つ
い

て

　

本
町
に
お
い
て
も
教

育
費
の
負
担
軽
減
に
よ

る
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
、
給
食
費
の
無
償
化

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

　

半
原
水
源
地
を
拠
点

と
し
た
観
光
・
産
業

連
携
拠
点
づ
く
り
の
基
本
計

画
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問

温
か
い
給
食
の
研
究

負
担
は
や
む
を
得
ず

町
長　

医
療
機
関
を
開
業
す

る
際
、
金
融
機
関
か
ら
借
り

入
れ
た
利
子
の
一
部
を
助
成

す
る
「
医
療
機
関
整
備
資
金

利
子
補
給
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
会
等

に
対
し
、機
会
あ
る
ご
と
に
、

丁
寧
に
説
明
、
要
請
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
、
そ
し
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
中
心
と
な
る
の
が
、
か

か
り
つ
け
医
で
す
。
診
療
所

が
閉
所
又
は
、
無
い
地
域
へ

医
師
を
誘
致
す
る
考
え
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問利
子
の
助
成
有
り

医
師
会
等
に
要
請

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
は
、
学
校
と
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
と

も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
学

校
運
営
に
意
見
を
反
映
さ
せ

る
仕
組
み
で
す
。
平
成
29
年

度
は
愛
川
東
中
学
校
区
の
中

津
小
学
校
、
菅
原
小
学
校
、

愛
川
東
中
学
校
の
３
校
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
実
践
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
全
学
校
で

実
施
す
る
た
め
の
展
望
と
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問協
議
会
体
制
整
備

Ｈ
32
年
度
実
施
へ

教
育
長  

愛
川
東
中
学
校
区

で
の
２
年
間
の
研
究
成
果
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、
学
校

運
営
協
議
会
の
体
制
の
整
備

等
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
村

等
の
動
向
も
参
考
に
、
町
と

し
て
の
学
校
運
営
協
議
会
の

あ
り
方
を
探
り
な
が
ら
、
最

終
的
に
は
平
成
32
年
度
を
目

途
に
、
町
立
小
中
学
校
９
校

全
体
で
実
施
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
項
目
〉

介
護
予
防
事
業
の
充
実
に
つ

い
て

様
々
な
声
踏
ま
え
る

温
浴
施
設
等
を
検
討

観
光
拠
点
づ
く
り

基
本
計
画
の
内
容

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

全
校
実
施
へ
の
展
望
と
計
画

子育て支援充実
給食費の無償化

井上　博明議員

地域医療の要
診療所誘致は

「地域包括ケアシステム」

阿部　隆之議員

町の医療を支える愛川北部病院
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防
犯
活
動
の
一
環
と

し
て
犬
の
散
歩
を
し

な
が
ら
、
ま
ち
の
安
全
を
見

守
る
「
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー

ル
」
の
制
度
を
本
町
で
も
採

用
し
、
有
志
の
方
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
は
ど
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
本
町
の
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問防
犯
意
識
の
向
上

防
止
効
果
が
期
待

法
人
、
各
行
政
区
な
ど
と
連

携
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期
的
に
実

施
す
る
な
ど
、
各
種
防
犯
対

策
事
業
を
鋭
意
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

地
域
住
民
の
防
犯
意
識
の

高
揚
や
、
犯
罪
の
未
然
防
止

効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
わ

れ
て
い
る
「
わ
ん
わ
ん
パ
ト

ロ
ー
ル
」
に
つ
い
て
も
、
今

後
、
各
区
長
さ
ん
や
防
犯
指

導
員
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町
長  

現
在
、本
町
で
は
、安

全
・
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ

か
、
防
犯
指
導
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
制
度

町
長　

定
住
環
境
の
整
備
を

は
じ
め
子
育
て
環
境
の
充
実
、

健
康
づ
く
り
の
推
進
、
教
育

環
境
の
整
備
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
育
成
や
観
光
拠
点
づ
く

り
等
、
多
様
な
世
代
が
心
安

ら
ぎ
、
幸
せ
に
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
長
は
喫
緊
の
課
題

と
し
て
、
地
方
創
生
や

少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
心

あ
る
町
・
夢
あ
る
町
へ
」
の

具
体
的
施
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問多
様
な
世
代
が
豊
に

住
み
続
け
ら
れ
る
町

町政喫緊の課題
具体的施策伺う

馬場　　司議員

　

本
計
画
の
対
象
と
な

る
災
害
は
自
然
災
害

や
人
的
災
害
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
地
震
災
害
だ
け
に

絞
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問及
ぶ
被
害
が
広
範
囲

平
常
時
か
ら
準
備
を

並
み
を
揃
え
、
ま
ず
は
、
地

震
被
害
を
対
象
と
し
た
も
の

で
す
。

　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
の
健
康
へ

の
配
慮
や
、
安
全
の
確
保
、

衛
生
や
環
境
面
で
の
迅
速
な

対
応
が
必
要
で
す
。
平
常
時

か
ら
災
害
廃
棄
物
処
理
実
行

計
画
に
基
づ
く
準
備
に
努

め
、
万
全
を
期
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

防
災
行
政
無
線
放
送
（
出
火

報
）
に
つ
い
て

町
長　

大
規
模
地
震
は
、
被

害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
ほ
か
、

交
通
の
寸
断
な
ど
、
廃
棄
物

の
発
生
量
も
他
の
災
害
と
比

べ
大
量
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
厚
木
市
、
清
川
村
と
足

町
長　

乳
幼
児
の
い
る
世
帯

の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

店
舗
側
に
働
き
か
け
を
行
う

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

状
況
な
ど
の
広
報
や「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」
の
設
置
に
つ
い
て
、

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

授
乳
や
オ
ム
ツ
交
換

が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

（
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
）
を
設
置

す
る
よ
う
推
進
し
、
子
育
て

し
や
す
い
町
を
目
指
し
て
み

て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問乳

幼
児
世
帯
意
見
聞
く

調
査
・
研
究
を
進
め
る

赤ちゃんの駅
設置する考え

岸上　敦子議員

「赤ちゃんの駅」設置例

熊本地震における災害廃棄物のようす

「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

地
震
災
害
だ
け
に
絞
っ
た
経
緯
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２
０
２
０
年
度
か

ら
、
次
期
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
を
反
映
す
る
こ
と
と
し
、

「
不
平
等
を
な
く
そ
う
」「
暴

力
・
虐
待
を
な
く
そ
う
」「
地

球
環
境
を
守
ろ
う
」
の
３
点

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る

今
後
の
小
中
学
生
へ
の
実
践

的
教
育
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問学

校
へ
の
情
報
提
供

学
習
内
容
充
実
化
へ

教
育
長  

特
別
教
科
の
道
徳

や
社
会
科
、理
科
、家
庭
科
な

ど
幅
広
い
教
科
に
わ
た
り
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
実

現
に
向
け
た
学
習
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
優
れ
た

実
践
事
例
や
新
た
な
教
材
等

の
収
集
、
学
校
へ
の
情
報
提

供
等
を
行
う
こ
と
で
、
学
習

内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」

小
中
学
生
へ
の
実
践
的
教
育

教
育
長　

県
下
小
中
学
校
教

職
員
の
勤
務
実
績
か
ら
時
間

外
勤
務
が
常
態
化
し
て
い
る

現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
教
職

員
の
勤
務
実
態
の
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
業
務
改
善

検
討
委
員
会
の
開
催
な
ど
を

通
し
て
、
多
忙
化
解
消
に
向

け
た
方
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
員
勤
務
実
態
調
査

の
結
果
と
、
多
忙
化
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問時
間
外
が
常
態
化

委
員
会
開
催
し
検
討

教員の勤務実態
多忙化の解消策

鈴木　信一議員

　

一
本
松
歩
道
橋
か
ら

役
場
方
面
に
向
か
う
一

本
松
バ
ス
停
ま
で
の
歩
道
整

備
、
ま
た
中
津
太
田
交
差
点

に
歩
行
者
用
信
号
機
を
設
置

す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問歩

道
整
備
は
要
望
中

歩
行
者
信
号
は
困
難

と
か
ら
現
時
点
で
は
構
想
段

階
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

引
き
続
き
県
に
対
し
、
要
望

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
津
太
田
交
差
点

の
歩
行
者
用
信
号
機
設
置
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
10
月

に
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
困
難
と
の
回
答

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

性
的
少
数
者
の
人
権
に
つ
い

て

町
長　

一
本
松
バ
ス
停
ま
で

の
歩
道
整
備
に
関
す
る
県
道

63
号
の
改
良
工
事
は
多
く
の

用
地
確
保
が
必
要
と
な
る
こ

一
本
松
・
中
津
太
田
の
安
全

教
育
長　

管
理
業
務
委
託

料
な
ど
、
プ
ー
ル
の
維
持

管
理
経
費
に
つ
い
て
は
町

の
３
施
設
合
計
で
年
間
約

２
千
４
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。利
用
者
の
方
か
ら
受

益
者
負
担
と
し
て
利
用
料
を

い
た
だ
く
こ
と
が
適
切
と
考

え
て
お
り
、現
時
点
で
は
無
料

化
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
営
プ
ー
ル
を
利
用

す
る
児
童
・
生
徒
の
利

用
料
を
夏
休
み
期
間
中
は
無

料
化
に
す
る
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問維
持
管
理
経
費
大

受
益
者
負
担
が
適
切

夏休みのプール
児童生徒無料化

佐藤　りえ議員

一本松歩道橋付近の状況

多くの方が利用する田代運動公園のプール
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景
観
法
は
、
良
好
な

景
観
が
国
民
共
通
の

財
産
で
あ
る
と
し
た
法
律
で

す
。
本
町
で
は
既
に
「
あ
い

か
わ
景
勝
10
選
」
が
選
定
さ

れ
る
な
ど
、
各
種
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
景
観
と
、
そ
れ

を
共
有
化
す
る
為
の
方
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問町
民
の
熟
度
高
め
る

視
点
場
紹
介
Ｈ
Ｐ
で

し
た
。
現
在
、
風
致
地
区
条

例
や
都
市
計
画
法
な
ど
に
基

づ
き
、
良
好
な
町
並
み
景
観

を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
景
観
の

維
持
向
上
へ
の
町
民
の
気
運

や
熟
度
を
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

商
工
観
光
課
長　

観
光
マ
ッ

プ
な
ど
で
景
勝
地
の
紹
介
は

し
て
い
ま
す
が
、
経
ヶ
岳
な

ど
が
観
ら
れ
る
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
紹
介
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
長  

都
市
基
盤
整
備
と
併

せ
て
、
豊
か
な
自
然
を
守
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

景
観
を
共
有
化
す
る
方
策

町
長　

内
陸
工
業
団
地
に
は

50
年
を
超
え
る
イ
チ
ョ
ウ
に

よ
り
、
根
上
が
り
で
歩
道
に

損
傷
が
見
ら
れ
た
り
、
信
号

機
な
ど
に
悪
影
響
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
、
計

画
的
な
伐
採
や
剪
定
を
実
施

し
、
適
正
な
管
理
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

全
国
各
地
で
、
台
風

等
に
よ
り
街
路
樹
が
倒

れ
、
電
線
、
電
話
線
が
切
れ

た
り
、
車
が
潰
さ
れ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
街
路
樹
の
具
体
的

な
管
理
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問50
年
超
の
イ
チ
ョ
ウ

毎
年
計
画
的
に
伐
採

全国で被害発生
街路樹の管理

小倉　英嗣議員

　

有
害
鳥
獣
の
サ
ル
や

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
学

習
能
力
が
高
く
な
り
、
保
護

区
に
逃
げ
込
ん
で
捕
獲
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
有

効
な
手
段
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問町

内
に
は
３
箇
所
あ
る

県
の
許
可
得
て
捕
獲

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
安
全

面
か
ら
銃
器
の
使
用
が
困
難

な
た
め
、
箱
わ
な
や
囲
い
わ

な
で
捕
獲
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
箱
わ
な
を
２
基

購
入
し
た
ほ
か
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
付
き
で
リ
モ
ー
ト
操
作

が
で
き
る
「
囲
い
わ
な
捕
獲

支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

観
光
客
に
よ
る
町
道
へ
の
違

法
駐
車
に
つ
い
て

町
長　

町
内
に
は
国
・
県
指

定
の
３
箇
所
の
鳥
獣
保
護
区

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
区
域
で

は
県
等
の
許
可
を
得
て
捕
獲

保
護
区
に
逃
げ
る
有
害
鳥
獣

町
長　

18
歳
か
ら
34
歳
ま
で
の

女
性
の
割
合
を
10
年
前
と
比

較
す
る
と
、
日
本
の
総
人
口

に
占
め
る
割
合
は
10
．
４
％

か
ら
８
．
５
％
に
減
少
、
本

町
は
９
．
６
％
か
ら
７
％
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
策
定

し
た「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
４
つ
の
課
題
の
一
つ
に
、

「
女
性
比
率
の
縮
小
に
伴
う

持
続
困
難
な
地
域
社
会
の
出

現
」が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

若
い
世
代
の
女
性
の
人
口
動

態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問10
年
前
と
の
比
較

総
人
口
比
2.6
％
減

若い世代の女性
人口動態の変化

山中　正樹議員

経ヶ岳・仏華山・高取山にかけての山並み

内陸工業団地のイチョウ
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多
く
の
自
治
体
で
所

有
者
不
明
の
土
地
問
題

が
地
籍
調
査
等
の
公
共
事
業

の
実
施
を
阻
害
し
て
い
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
問
題
解

決
に
向
け
た
対
策
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る

地
籍
調
査
の
今
後
の
計
画
、

所
有
者
不
明
土
地
問
題
に
対

す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問人

口
集
中
地
区
か
ら

適
切
な
管
理
の
検
討

町
長  

地
籍
調
査
に
つ
い
て

は
、
人
口
集
中
地
区
か
ら
優

先
的
に
実
施
す
る
よ
う
国
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

土
地
利
用
率
の
高
い
春
日
台

地
区
を
対
象
区
域
と
設
定
し

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

所
有
者
不
明
土
地
問
題
に

つ
い
て
は
、
国
に
お
い
て
所

有
者
の
探
索
を
合
理
化
し
、

所
有
者
不
明
土
地
を
適
切
に

管
理
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

の
法
整
備
の
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
も

注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
地
籍
調
査
」

町
の
所
有
者
不
明
土
地
問
題

教
育
長　

現
状
の
喫
食
率
と

な
っ
て
い
る
要
因
は
、
生
徒

の
苦
手
な
食
材
が
入
っ
て
い

る
こ
と
や
量
の
調
整
が
で
き

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

保
護
者
を
対
象
と
し
た
給

食
懇
談
会
や
給
食
だ
よ
り
を

通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
よ
り

多
く
の
生
徒
に
給
食
を
食
べ

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
３
中
学
校
給

食
の
昨
年
度
の
喫
食
率
は

35 
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
状
の
喫
食
率

の
認
識
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問苦
手
食
材
や
量
調
整

Ｐ
Ｒ
で
食
育
に
努
め
る

３中学校の喫食率
認識について伺う

熊坂　弘久議員

　

我
が
国
の
水
道
管
の

漏
水
率
は
５
％
と
主

要
先
進
国
の
中
で
最
も
低
い

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
良
好
な
水
を
提
供
し

続
け
て
い
く
た
め
に
、
本
町

の
給
水
管
の
現
状
と
今
後
の

補
修
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。 問漏

水
率
は
4.5
％

耐
震
管
へ
計
画
更
新

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お
り
、

経
年
化
率
は
６
．
５
％
、
漏

水
率
は
４
．
５
％
で
、
県
平

均
を
下
回
る
基
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。
経
年
管
に
つ
い
て

は
、
そ
の
現
状
を
把
握
し
な

が
ら
計
画
的
に
更
新
を
行

い
、
ま
た
、
効
率
的
な
配
水

が
行
わ
れ
る
よ
う
漏
水
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
管
路
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
毎
年
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ず
つ
耐
震
管
へ
の

更
新
工
事
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
長　

本
町
の
水
道
水
の
給

水
管
は
浄
水
・
配
水
管
等

の
全
長
が
１
８
４
．
３
キ
ロ

水
道
給
水
管
の
現
状
と
今
後

町
長　

水
道
み
ち
で
は
、
狭

あ
い
な
箇
所
や
歩
道
な
ど
の

整
備
を
行
う
に
あ
た
っ
て

は
、
新
た
に
用
地
取
得
も
必

要
に
な
り
ま
す
。
地
権
者
の

意
向
や
行
政
区
の
要
望
を
伺

い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
横
須
賀

市
よ
り
移
管
さ
れ
た

「
横
須
賀
水
道
み
ち
」
に
つ

い
て
は
、
普
段
か
ら
利
用
者

が
多
く
、
改
善
を
要
す
る
箇

所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
現
状
と
課
題
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

問整
備
は
新
用
地
必
要

要
望
等
を
伺
い
検
討

横須賀水道みち
課題と取り組み

佐藤　　茂議員

水道事業を支えている細野浄水場

3 月に移管された「横須賀水道みち」

.



（9） 第158号可
決
議
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総
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政
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動
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地域差ある園児数
保育士の負担軽減

町
長　

高
ま
る
保
育
需
要
や

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
対
応
す
る
た
め
、
ク
ラ

ス
担
任
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
臨
時
保
育
士
を
配
置
し
、

昨
年
度
か
ら
は
保
育
経
験
豊

か
な
元
園
長
を
再
任
用
し
、

保
育
業
務
の
ほ
か
若
手
保
育

士
等
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、

保
育
士
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

町
長　

現
在
、
ベ
ン
チ
を
合

計
３
箇
所
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
座
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
場
所
と
し

て
は
少
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
み
な

ら
ず
、
憩
い
の
場
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
状
況
等
を

把
握
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
峰
地
区
及
び
中
津

地
区
の
地
域
資
源
に
つ

い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
将
来
を
見
据
え
、
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
き
た
い
の
か
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

問町
独
自
の
も
の
点
在

住
み
続
け
活
気
あ
る

が
点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
に
は
地
域
資
源
を
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
大

変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
取

り
組
み
を
実
施
し
な
が
ら
、

魅
力
あ
る
愛
川
町
創
造
に
努

め
、
将
来
を
見
据
え
て
、
誰

も
が
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
住

み
続
け
た
い
と
思
う
よ
う
な

活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
長  

本
町
に
は
、
三
増
合

戦
碑
や
古
民
家
山
十
邸
な

ど
、
本
町
独
自
の
地
域
資
源

高
峰
・
中
津
地
区
の
地
域
資
源

　

半
原
・
田
代
地
域
の

保
育
士
と
比
較
し
、
園

児
の
多
い
中
津
地
域
に
お
け

る
保
育
士
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

問経
験
者
の
再
任
用
等

ア
ド
バ
イ
ス
を
図
る 小林　敬子議員

　

常
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
出
入
り
が
あ
る
車
両

基
地
の
騒
音
に
対
す
る
苦
情

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
の
農

地
を
車
両
基
地
に
転
用
す
る

場
合
の
町
の
考
え
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

問苦
情
へ
適
切
に
対
応

農
地
転
用
は
届
出
で

等
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
事
業
者
に
対
し
て
近
隣

住
民
へ
の
配
慮
を
求
め
る
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
県
と
連

携
し
、
事
業
所
か
ら
発
生
す

る
騒
音
に
対
す
る
指
導
を
実

施
す
る
な
ど
、
事
案
の
解
決

に
向
け
た
対
応
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
内
の

農
地
転
用
に
つ
い
て
は
、
転

用
に
伴
う
周
辺
農
地
へ
の
被

害
対
策
等
を
記
載
し
、
届
出

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
質
問
事
項
〉

審
議
会
委
員
に
つ
い
て

町
長　

車
両
基
地
等
に
つ
い

て
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場

合
、
現
地
調
査
や
事
業
者
へ

の
事
実
確
認
を
行
い
、
騒
音

車
両
基
地
の
影
響
に
つ
い
て

　

高
齢
者
が
気
軽
に
交

流
で
き
る
場
所
の
提
供

は
重
要
で
す
が
、
中
津
工
業

団
地
内
に
あ
る
第
２
号
公
園

に
、ベ
ン
チ
や
イ
ス
を
設
置
す

る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問現
在
は
３
箇
所
設
置

状
況
等
把
握
し
検
討

高齢者に交流の場
２号公園へベンチ

木下　眞樹子議員

多様な保育サービスを提供

現在設置されている 2 号公園のベンチ
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（10）平成30年7月15日

　

６
月
４
日
の
本
会
議
で
は
、

条
例
議
案
に
対
し
、
井
上
議

員
、
佐
藤
り
え
議
員
が
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
内
容
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・
今
回
の
改
正
に
伴
う
税
収

へ
の
影
響
に
つ
い
て

 

・
導
入
促
進
基
本
計
画
の
認

定
対
象
と
な
る
事
業
所
数

に
つ
い
て

 

・
町
が
策
定
す
る
「
導
入
促

進
基
本
計
画
」
の
詳
細
に

つ
い
て

 

・
先
端
設
備
等
導
入
計
画
認

定
後
の
中
小
事
業
者
等
の

設
備
投
資
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
例
割
合
適
用
の

流
れ
に
つ
い
て

町
長　

閉
庁
日
は
日
直
業
務

職
員
が
勤
務
し
て
い
る
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
の
間
は
、
正
面
玄
関
の
み

開
放
す
る
と
と
も
に
、
警
備

員
が
常
駐
し
、
庁
舎
の
管
理

と
定
期
的
な
巡
回
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
は
多
く
の

方
が
出
入
り
し
、
利
用

者
の
安
全
性
の
確
保
等
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
が
不
可
欠

で
す
。

　

そ
こ
で
、
閉
庁
日
及
び
閉

庁
時
間
の
出
入
口
の
管
理
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

問日
直
の
職
員
勤
務
時

正
面
玄
関
の
み
開
放

庁舎出入り口管理
閉庁日の安全対策

熊坂　崇徳議員

　

宮
ヶ
瀬
ダ
ム
は
多
く

の「
ダ
ム
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
上
位
と
な
り
、
年
々
観
光

客
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
観
光
協
会
等
の
役
割

は
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
活

用
し
て
本
町
の
魅
力
を
発
信

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
観
光
協
会
が

主
催
す
る
事
業
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

愛
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

問年
間
通
じ
観
光
振
興

Ｐ
Ｒ
事
業
等
を
実
施

町
長　

町
観
光
協
会
は
、「
あ

い
か
わ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」

や
「
秋
の
マ
ス
釣
り
大
会
」

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
年

間
を
通
じ
て
観
光
振
興
に
係

る
自
主
事
業
や
町
と
の
連
携

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
事
業
と
し

て
、
各
種
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
し
、
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
や
町
観

光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
い

ち
ゃ
ん
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ッ
ズ
を
販
売
し
町
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
観
光
協
会
の
役
割

　

町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
実
現
す
る
た
め
、
平

成
29
年
12
月
に
本
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
議
会
の
あ
り

方
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
25
日
の
本
会
議
で
は
、

熊
坂
弘
久
委
員
長
が
、
こ
れ

ま
で
の
７
回
の
会
議
で
行
わ

れ
た
４
つ
の
協
議
事
項
に
つ

い
て
左
記
の
と
お
り
中
間
報

告
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
内

容
の
一
部
を
報
告
し
ま
す
。

協議項目 中間報告

政務活動費に
ついて

　引き続き、使途基準の拡大も視野に入れながら、使
途の透明性を高めるための協議をしていくこととし
た。

議長車の見直
しについて

①運用の見直しについて
　基本的には議長優先で使用することとし、議会全体
の会議等において他の議員が同乗することも可能とす
ることで決定した。

②議長車の更新について
　現在の議長車にあっては、6 月に 13 年目の車検満
了を迎え、修理した場合には多額の費用を要すること
が判明したことや、上記のとおり運用の見直しを行っ
たことから、議長車の安全な走行、及び、議会の円滑
な運営に資するため、早急な対応が必要であるとの結
論に達し、環境に配慮したエコカーに更新することに
決定した。

議会の ICT 化
（ タ ブ レ ッ ト
端末導入の検
討）について

　既に導入している先進自治体である埼玉県ふじみ野
市へ視察を行うことで決定した。

通年議会の導
入について

　十分な情報を把握するための研修会を実施した後、
先進自治体への行政視察を行うなど、調査・研究を進
めていくこととした。

個
人
総
括
質
疑

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

本町の美しい自然を有効に PR
テーマ「新緑・半原」撮影者：古座野国男様（半原在住）

議会改革推進特別委員会のようす
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（11） 第158号

意
見
交
換
会
を
実
施

　

町
議
会
で
は
、「
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
を
推
進
す
る

た
め
、
町
民
の
方
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
ご
参
加
の
も
と
、

貴
重
な
ご
意
見
、
ご
提
案
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
等

は
、
内
容
を
精
査
し
、
必
要

に
応
じ
て
町
へ
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
開
催
実
績
及
び
内
容

５
月
11
日
（
金
）

 

町
文
化
会
館　

33
人
参
加

〈
テ
ー
マ
〉

 

・「
前
年
度
（
平
成
29
年
度
）

の
意
見
、
要
望
等
へ
の
対

応
」 

 

・「
意
見
交
換
」

№ 意見 ･ 要望等要旨 当日の回答

1 　愛川町には防犯パトロール車があるが、どのぐら
いの頻度で愛川町を巡回しているのか。 　時間や回るコース、曜日等は決めずに、不定期で週４回は町内を巡回しています。

2 　道の駅等をつくる計画はあるのか。

　道の駅をつくるには一定の条件がないとできないため、現在、町では道の駅をつく
る予定はございません。
　しかし、半原の横須賀水源地跡地等については、観光産業連携の拠点づくりを進め
ています。基本計画がここで完成し、その内容によっては、販売スペースの中で愛川
ブランドを販売するなど、観光振興に寄与するものとして期待しています。

3

　町の職員が試験的に、田代運動公園の河川敷でバー
ベキューをしている方に対して協力金としてお金を
いただき、ごみの処理のほかに、薪などの提供をす
るとのことだが、現在、相模原市と厚木市、本町と
の協議ではどのようになっているのか。

　細かい協議内容までは把握出来ていません。
※相模原市、厚木市、海老名市、座間市、清川村と本町の６市町村で構成する「県央
相模川サミット」において、相模川や中津川の河川敷でのバーベキューの有料化等に
ついて協議がされています。

4
　春日台地区では夜になると何メートルも先から
真っ暗になる道があり、大変危険な箇所があるが、
防犯灯の設置状況はどのようになっているのか。

　本町の防犯灯設置数は、平成 28 年度時点で 4,773 基となっており、平成 30 年度
から毎年５基から 16 基の増設となりますので、今後とも危険性の高い場所について
は、優先的に設置される予定となっています。
　また、具体的な箇所については、後ほど確認させてください。

5 　町内の循環バスの利用者数について 　平成 27 年が２万 6,756 人で、平成 29 年が３万 217 人となっており、乗車人数は
増えています。

6

　現在、「あいかわ地区まちづくり協議会」において
様々な活動がされているが、半原と田代地域を中心
とするまちづくりになっているように思う。愛川町
全体のまちづくりが必要と思うが、どのように考え
ているのか。

　まちづくり協議会は、半原、田代地域のことだけを考えて物事を進めているという
ことではありません。約20名近い役員さんの総意の中で、計画に沿って進めています。
　また、愛川町の歴史を知ることが重要と考え、歴史散歩を行いました。このほかに
町外の方を講師としてお招きした講演会を行い、外から見た愛川町の良さや、足りな
い部分などを講演していただき、幅広い方々のご意見を伺いながら、一歩一歩取り組
んでいます。今後ともそうした取り組みを重ねて、もっと皆さんの声をできるだけ吸
い上げていきたいと考えています。

7 　愛川町観光マップの作製については、議会として
は何か意見・助言等はしているのか。

　議会として作製には関わっていませんが、2020 年東京オリンピックを見据えた中
で、様々な国の方に愛川町に来ていただくため、英語と中国語を記したパンフレット
を１万 5,000 冊作製する予定です。

会派名 視察等 視察・研修内容

新風あいかわ

茨城県神栖市 デマンドタクシー事業について

愛知県大口町 議会改革の取り組みについて

佐賀県佐賀市、武雄市、福岡県小郡市 わいわいコンテナの取り組みについて、自治会バスについて、図書館について

愛政クラブ
長野県小諸市、松本市、小布施町 コンパクトシティ小諸の再構築について、健康寿命延伸都市の取り組みについて　ほか

沖縄県南城市、北谷町、南風原町 南城市ウェルネス事業（官民連携）、平和行政について、南風原町景観計画について

公明党
茨城県神栖市 デマンドタクシー事業について

北海道網走市、美幌町 網走スポーツ ･ トレーニングフィールドについて、子育て世帯禁煙サポートについて　ほか

日本共産党
愛川町議員団

鳥取県雲南市、日南町、倉吉市 中高生の幸雲南塾について、倉吉市くらしよし産業元気条例について　ほか

京都府京丹後市、八幡市 ささえ合い交通の取り組みについて、親子方式による給食の実施について

みらい絆
鳥取県雲南市、日南町、倉吉市 中高生の幸雲南塾について、倉吉市くらしよし産業元気条例について　ほか

三重県松阪市、多気町、滋賀県愛荘町 松阪市スポーツ推進計画について、地域おこし協力隊について　ほか

会派名 新風あいかわ 愛政クラブ 公明党 日本共産党
愛川町議員団 みらい絆 熊坂 弘久議員

合計
所属議員数 ～ H29.10 ： ３人

H29.11 ～ ： ４人
～ H29.8 ： ４人
H29.9 ～ ： ３人 ３人 ３人 ３人 H 29.9 ～ 10 ： １人

交付額（円） 410,000 410,000 360,000 360,000 360,000 20,000 1,920,000

政務活動の
実経費（円） 413,026 417,882 404,142 710,184 315,762 0 2,260,996

※このほかにも、たくさんのご意見・ご要望をいただいております。詳細については町ホームページをご覧ください。

　政務活動費は、条例に基づき、議員１人あたり月額１万円（年額 12万円）支給され、残額が生じた場合は、返金しています。
※各会派の領収書については議会事務局で閲覧することができます。

平成29年度 政務活動費収支報告
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是非傍聴にお越しください！

　

前
回
の
第
７
回
議
会
ク
イ

ズ
は
15
名
の
方
か
ら
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
正
解
と
当
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
紙
面
の

都
合
に
よ
り
、
発
言
の
一
部

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

  

詳
し
く
は
下
記
の
町
公
共

施
設
に
備
え
付
け
て
あ
る

「
会
議
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

  

な
お
、
６
月
定
例
会
の
会

議
録
は
、
９
月
中
に
は
備
え

付
け
が
で
き
る
予
定
で
す
。

  

ま
た
、
町
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
平
成
11
年
以
降
の

会
議
録
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

次
回
、
９
月
定
例
会
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
会
議
は

い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
開

会
し
ま
す
。
ま
た
、
本
定
例

会
の
運
営
を
協
議
す
る
議
会

運
営
委
員
会
は
、
８
月
24
日

（
金
）
に
開
催
予
定
で
す
。

  

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い

会

議

録

次
回
定
例
会

　

議
会
だ
よ
り
は
、
録
音

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
か
え
で
の
会
」
の
ご
協

力
に
よ
り
、
視
覚
障
害
者

用
に
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。（内

線
３
７
９
２
）

〈
正
解
〉

問
１
‐
③
33
件

問
２
‐
③
７
件

問
３
‐
①
５
月
17
日

〈
当
選
者
〉

井
上　

文
代　

様

後
藤　
　

誠　

様

福
田　

和
男　

様

○
役
場
町
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

○
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
文
化
会
館
図
書
館

○
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○
半
原
公
民
館

○
中
津
公
民
館

会議録設置施設

　

５
月
11
日
に
７
回
目
と

な
る
町
民
の
方
と
の
意
見

交
換
会
を
実
施
し
、
多
く
の

方
の
ご
参
加
の
も
と
、
貴
重

な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
、

少
し
で
も
早
く
議
会
だ
よ

り
を
発
行
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
委
員
会
で

検
討
し
た
結
果
、
第
２
回
６

月
定
例
会
後
の
議
会
だ
よ

り
は
、
通
常
よ
り
１
カ
月
前

倒
し
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
親
し
み
や
す

い
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

熊
坂　

崇
徳

阿
部　

隆
之

岸
上　

敦
子

鈴
木　

信
一

佐
藤　

り
え

佐
藤　
　

茂 

山
中　

正
樹

木
下
眞
樹
子

小
林　

敬
子

馬
場　
　

司

平成30年第 3回 9月定例会日程（予定）
月 日 曜 会　議　名

9

3 月 本会議（提出議案の説明）
5 水 本会議（一般質問）
6 木 本会議（一般質問）

10 月 本会議（個人総括質疑・討論・採決）
12 水 本会議（会派代表総括質疑）
14 金 総務建設常任委員会
18 火 教育民生常任委員会
19 水 総務建設常任委員会
20 木 教育民生常任委員会
27 木 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）

6 月定例会に 13 人の議員が一般質問を行いましたが、
そのうち女性議員は、何人でしょうか？
　①２人　　　　②４人　　　　③６人　　

町議会では、開かれた議会を実現するため議会改革推進特別委員会を設置し協議を行っていますが、
今回の議会だよりにいくつの協議事項について中間報告が掲載されているでしょうか？
　①２つ　　　　②３つ　　　　③４つ　　　　

5 月 11 日に意見交換会が行われました。今回は何回目の開催となったでしょうか？
　①３回　　　　②５回　　　　③７回

町内在住の方で、１人１通に限ります。答え・住所・氏名・年齢・電話番号、また、必ず議会だよりの
感想等をご記入のうえ、下記あて先のいずれかの方法で応募してください。
７月 31 日（火）（郵送の場合は当日消印有効）
●はがきの場合　　　〒２４３－０３９２　角田２５１－１　議会事務局 宛　
●ファクスの場合　　０４６－２８６－５０２１
●電子メールの場合　gikai ＠ town.aikawa.kanagawa.jp

≪応募方法≫

≪しめきり≫
≪ あ て 先 ≫

問１

問２

問３

☆正解と当選者は次号で発表します。
あいちゃん
Ⓒ愛川町

第８回 議会クイズ この議会だよりの中に答えがありますので、
最初から最後までよく読んでみてください。
正解者の中から抽選で３名の方に、商品券を
お贈りします。

第
７
回
議
会
ク
イ
ズ

の
答
え
と
当
選
者

編
集
後
記


